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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信デバイスにおける方法であって、
　他の移動通信デバイスから、無線位置トラッキング活性化信号を、ニア・フィールド・
コミュニケーション（ＮＦＣ）プロトコルを用いて、パッシブ無線受信機を介して受信す
る工程と、
　前記パッシブ無線受信機から位置モニタリング論理へと信号を送信するために前記無線
位置トラッキング活性化信号からの電力を用いて、位置モニタリングを開始する工程と、
　前記位置モニタリング論理を用いて定期的に地理的位置を決定する工程と、
　前記地理的位置を、前記移動通信デバイス及び前記他の移動通信デバイスとは別の遠隔
デバイスに送信する工程と、
　を備えることを特徴とする、移動通信デバイスにおける方法。
【請求項２】
　ニア・フィールド・コミュニケーション（ＮＦＣ）プロトコルによって、無線位置トラ
ッキング不活性化信号を受信する工程と、
　前記位置モニタリングを終了するために、前記無線位置トラッキング不活性化信号から
の電力を使用する工程と、
　をさらに備えることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記定期的に地理的位置を決定する工程は、
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　全地球測位衛星信号を受信する工程と、
　前記地理的位置を、前記受信した全地球測位衛星信号に基づいて計算する工程と、
　を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記定期的に地理的位置を決定する工程は、
　セルラ無線電話位置信号を受信する工程と、
　前記地理的位置を、前記受信したセルラ無線電話位置信号に基づいて計算する工程と、
　を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記地理的位置を遠隔デバイスに送信する前記工程は、
　前記地理的位置をセルラ無線電話登録信号に含める工程と、
　前記セルラ無線電話登録信号を、セルラサービスプロバイダと関係するアンテナに、定
期的に送信する工程と、
　を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記地理的位置を遠隔デバイスに送信する工程は、
　無線ネットワークを介して無線アクセスポイントとの無線接続を確立する工程と、
　定期的に前記地理的位置を前記無線アクセスポイントに送信する工程と、
　を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　移動通信デバイスであって、
　第１の活性化信号をニア・フィールド・コミュニケーション（ＮＦＣ）プロトコルを用
いて他の移動通信デバイスから受信し、前記第１の活性化信号からの電力を使用して第２
の活性化信号を送信するように構成された、パッシブ無線受信機と、
　前記第２の活性化信号を受信し、前記第２の活性化信号の受信に応答して遠隔位置モニ
タリングデバイスからの位置モニタリング信号を受信し、前記受信した位置モニタリング
信号に基づいて地理的位置情報を計算し、前記地理的位置情報を含む地理的位置情報信号
を送信するように構成された、地理的位置デバイスと、
　前記地理的位置情報信号を受信し、前記地理的位置情報信号の受信に応答して前記移動
通信デバイス及び前記他の移動通信デバイスとは別の遠隔デバイスとの無線接続を確立し
、前記無線接続を介して前記遠隔デバイスに前記地理的位置情報を送信するように構成さ
れた、無線送受信機と、
　によって特徴付けられる、移動通信デバイス。
【請求項８】
　前記パッシブ無線受信機は、ニア・フィールド・コミュニケーション（ＮＦＣ）プロト
コルによって、無線位置トラッキング不活性化信号を受信するようにさらに構成され、
　前記移動通信デバイスは、前記位置モニタリングを終了するために、前記無線位置トラ
ッキング不活性化信号からの電力を用いるように構成されていることを特徴とする、請求
項７に記載の移動通信デバイス。
【請求項９】
　前記第２の活性化信号を送信する時に、前記パッシブ無線受信機が前記第２の活性化信
号をバスを介して送信するように構成されていることを特徴とする、請求項７に記載の移
動通信デバイス。
【請求項１０】
　前記地理的位置デバイスが、前記第２の活性化信号を受信する前には電力を消費しない
ことを特徴とする、請求項７に記載の移動通信デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で説明される実施形態は、概して移動デバイスに関し、とりわけ、移動デバイ
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スのトラッキングを活性化するためにパッシブ・ニア・フィールド・コミュニケーション
（ＮＦＣ）を用いることに関する。
【背景技術】
【０００２】
　正確に地理的位置をトラッキングすることは、多くの商業的及び緊急の状況において、
有益である。例えば、緊急の状況において迅速に探索することに備えるために、顧客やユ
ーザの地理的位置のトラッキングを可能にすることは、非常に有益であるだろう。商業的
イニシアチブにとっては、既知の場所でサービスを利用して実際にかかった時間に応じて
、又は行われた活動に基づいて請求を調整することに応じて、ユーザに課金又は請求する
ことが望ましいだろう。従って、このようなトラッキング機能を提供するための簡単で効
率的なシステムを提供することが望ましいだろう。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　１つの側面によれば、方法は、無線位置トラッキング活性化信号を受信する工程と、前
記受信した無線位置トラッキング活性化信号に基づいて、位置モニタリングを開始する工
程と、定期的に地理的位置を決定する工程と、前記地理的位置を遠隔デバイスに送信する
工程と、を備える。
【０００４】
　さらに、前記無線位置トラッキング活性化信号は、ニア・フィールド・コミュニケーシ
ョン（ＮＦＣ）プロトコルを用いて送信される。
【０００５】
　さらに、前記受信する工程は、前記無線信号を、パッシブ無線受信器を介して受信する
工程を含んでいてもよい。
【０００６】
　さらに、前記位置モニタリングを開始する工程は、前記位置モニタリングを開始するた
めに前記パッシブ無線受信器から位置モニタリング論理へと信号を送信するために、前記
無線位置トラッキング活性化信号からの電力を使用する工程を含む。
【０００７】
　さらに、前記定期的に地理的位置を決定する工程は、全地球測位衛星信号を受信する工
程と、前記地理的位置を、前記受信した全地球測位衛星信号に基づいて計算する工程と、
を含んでいてもよい。
【０００８】
　さらに、前記定期的に地理的位置を決定する工程は、セルラ無線電話位置信号を受信す
る工程と、前記地理的位置を、前記受信したセルラ無線電話位置信号に基づいて計算する
工程と、を含んでいてもよい。
【０００９】
　さらに、前記地理的位置を遠隔デバイスに送信する前記工程は、前記地理的位置をセル
ラ無線電話登録信号に含める工程と、前記セルラ無線電話登録信号を、セルラサービスプ
ロバイダと関係するアンテナに、定期的に送信する工程と、を含んでいてもよい。
【００１０】
　さらに、前記地理的位置を遠隔デバイスに送信する工程は、無線ネットワークを介して
無線アクセスポイントとの無線接続を確立する工程と、定期的に前記地理的位置を前記無
線アクセスポイントに送信する工程と、を含んでいてもよい。
【００１１】
　さらに、前記無線ネットワークはＩＥＥＥ８０２．１１無線ネットワークである。
【００１２】
　さらに、方法は、前記地理的位置をメモリに格納する工程と、前記地理的位置を、前記
メモリから前記遠隔デバイスに送信する工程と、を含んでいてもよい。
【００１３】
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　さらに、無線位置トラッキング不活性化信号を受信する工程と、前記位置モニタリング
を終了するために、前記無線位置トラッキング不活性化信号からの電力を使用する工程を
含んでいてもよく、無線信号は第１の移動デバイスを特定する情報と関係している。
【００１４】
　他の側面によれば、移動デバイスはパッシブ無線送受信器と、地理的位置デバイスと、
無線送受信器とを含む。パッシブ無線受信器は、第１の活性化信号を他の移動デバイスか
ら受信し、前記第１の活性化信号からの電力を使用して第２の活性化信号を送信する。地
理的位置デバイスは、前記第２の活性化信号を受信し、前記第２の活性化信号の受信に応
答して遠隔位置モニタリングデバイスからの位置モニタリング信号を受信し、前記受信し
た位置モニタリング信号に基づいて地理的位置情報を計算し、前記地理的位置情報を含む
地理的位置情報信号を送信する。無線送受信器は、前記地理的位置情報信号を受信し、前
記地理的位置情報信号の受信に応答して遠隔デバイスとの無線接続を確立し、前記無線接
続を介して前記遠隔デバイスに前記地理的位置情報を送信する。
【００１５】
　さらに、前記パッシブ無線送受信器は、ニア・フィールド・コミュニケーション（ＮＦ
Ｃ）プロトコルを用いて、前記第１の活性化信号を受信する。
【００１６】
　さらに、前記第２の活性化信号を送信する時に、前記パッシブ無線受信器が前記第２の
活性化信号をバスを介して送信するように構成されている。
【００１７】
　さらに、前記移動デバイスは移動電話を含む。
【００１８】
　さらに、無線接続を確立する時に、前記無線送受信器が前記他の移動デバイスとのセル
ラ無線電話無線接続を確立するように構成されている。
【００１９】
　さらに、無線接続を確立する時に、前記無線送受信器が前記他の移動デバイスとの無線
データ接続を確立するように構成されている。
【００２０】
　さらに他の側面によれば、ネットワークデバイスは、ニア・フィールド・コミュニケー
ション（ＮＦＣ）プロトコルを用いて、第１の位置トラッキング活性化信号を受信する手
段と、前記第１の位置トラッキング活性化信号の受信に応答して、前記ネットワークデバ
イス中の位置モニタリング論理を始動させる第２の位置トラッキング活性化信号を送信す
る手段と、前記位置モニタリング論理が始動すると、前記ネットワークデバイスの地理的
位置を決定する手段と、前記決定した地理的位置を遠隔デバイスに送信する手段と、を備
える。
【００２１】
　さらに、前記第２の位置トラッキング活性化信号を送信するための電力は、前記第１の
位置トラッキング活性化信号から引き出されてもよい。
【００２２】
　本明細書に組み込まれて本明細書の一部を構成する添付の図面は、本発明の実施形態を
表し、説明と共に発明を解説する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下に続く発明の詳細な説明は、添付の図面を参照する。異なった図面中の同一の参照
番号は、同一の又は似通った要素を特定するかもしれない。また、以下に続く詳細な説明
は、発明を限定しない。
【００２４】
　他のデバイスから受信した位置トラッキング活性化信号に基づいて、地理的位置のトラ
ッキング又はモニタリングをパッシブに活性化するための方法が説明される。
【００２５】
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　［例となるシステム］
　図１は、本発明の本質と一致するシステム及び方法が実装されてもよい、一例としての
システム１００の図である。図１に示されるように、システム１００は移動デバイス１１
０－Ａ及び１１０－Ｂを含んでも良く、１１０－Ａ及び１１０－Ｂはまとめて「移動デバ
イス１１０」と呼ばれる。図１に示された移動デバイスの数は、単純化のために規定され
る。実際には、典型的なシステムは図１に示されるよりも多くの移動デバイスを含んでい
てもよい。
【００２６】
　移動デバイス１１０は、複数行ディスプレイを備え、又は備えない、セルラ無線電話；
セルラ無線電話を、データ処理機能、ファクシミリ機能、及びデータ通信機能と結合でき
る、パーソナル・コミュニケーションズ・システム（ＰＣＳ）デバイス；無線電話、ペー
ジャ、インターネット／イントラネットアクセス、ウェブブラウザ、オーガナイザ、カレ
ンダー、及び全地球測位システム（ＧＰＳ）受信器、以上のうち１つ以上を含み得る、携
帯情報端末（ＰＤＡ）；ラップトップ又はパームトップの少なくとも一方である受信器、
又は無線電話送受信器を含む装置；他の類似の種類のデバイス；以上のうち１つ以上を含
んでいてもよい。移動デバイス１１０は、「普及コンピューティング」デバイスと呼ばれ
てもよい。
【００２７】
　本発明の本質と一致する一実施形態において、移動デバイス１１０は、いくつかの短距
離無線通信プロトコルを用いて無線通信を行ってもよい。例えば、移動デバイス１１０は
、ニア・フィールド・コミュニケーション（ＮＦＣ）プロトコルを用いて、通信してもよ
い。ＮＦＣプロトコルとは、デバイス同士が互いに接触させられた、又は互いに数センチ
メートル以内に持って来られた時に、デバイス間の通信を可能にするための、磁界誘導を
用いる短距離無線接続規格である。移動デバイス１１０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコ
ル、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル等のような、より長距離で動作しうる１以上の他の
短距離無線通信プロトコルを用いて通信してもよい。
【００２８】
　［例となる移動デバイス構成］
　図２は、移動デバイス１１０－Ａの一例としての図である。移動デバイス１１０－Ｂが
、同様に構成されてもよいことが理解されるだろう。図示されるように、移動デバイス１
１０－Ａは、処理論理２０５、メモリ２１０、入力デバイス２１５、出力デバイス２２０
、電力供給源２２５、アクティブＮＦＣ論理２３０、パッシブＮＦＣ論理２３５、位置モ
ニタリングデバイス２４０、無線論理２４５、及びアンテナ２５０－２６５を含んでもよ
い。移動デバイス１１０－Ａは、データ受信、データ送信、データ処理のうち少なくとも
１つを助ける他の構成要素（不図示）を含んでいてもよいことが理解されるだろう。さら
に、他の構成も可能であることが理解されるだろう。
【００２９】
　処理論理２０５は、命令を解釈し、実行できるどんな形式のプロセッサ又はマイクロプ
ロセッサを含んでいてもよい。他の実施形態では、処理論理２０５は、アプリケーション
固有集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）
、又は類似のものとして実装されていても良く、ＡＩＳＣ、ＦＰＧＡ、又は類似のものを
含んでいてもよい。メモリ２１０は、情報及び処理論理２０５が実行するための命令を格
納できる、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）又は他の形式の動的な記憶デバイスを
含んでいてもよい。また、メモリ２１０は、静的な情報及び処理論理２０５のための命令
を格納することができる、リード・オンリ・メモリ（ＲＯＭ）又は他の形式の静的な記憶
デバイスを含んでいてもよい。メモリ２１０は、情報及び指示の少なくとも片方を格納す
るための、他の形式の磁気的記録媒体又は光学的記録媒体及び対応するドライブを含んで
いてもよい。また、メモリ２１０は以上のうちの１つ以上を含んでいてもよい。
【００３０】
　入力デバイス２１５は、キーボード、キーパッド、マウス、ペン、マイクロフォン、１
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以上の生体認証機構、及び類似のもののような、ユーザが情報を移動デバイス１１０－Ａ
へと入力することを可能にするデバイスを含んでいてもよい。出力デバイス２２０は、デ
ィスプレイ、プリンタ、スピーカ等のような、ユーザに情報を出力するデバイスを含んで
いてもよい。電力供給源２２５は、移動デバイス１１０－Ａの構成要素へと電力を供給す
るために、バッテリ又は類似のものを含んでいてもよい。
【００３１】
　アクティブＮＦＣ論理２３０は、ＮＦＣプロトコルを用いてデータ信号及び制御信号を
送信することが可能な送信器デバイスを含んでいてもよい。例えば、典型的な一実施形態
において、アクティブＮＦＣ論理２３０は、他の移動デバイスに対して、他の移動デバイ
スにその位置モニタリング論理を活性化させる活性化信号を送信してもよい。アクティブ
ＮＦＣ論理２３０は、データ信号及び制御信号を送信する時に、電力供給源２２５からの
電力を消費する。
【００３２】
　パッシブＮＦＣ論理２３５は、ＮＦＣプロトコルを用いてデータ信号及び制御信号を受
信することが可能な受信器デバイスを含んでいてもよい。アクティブＮＦＣ論理２３０と
は異なり、パッシブＮＦＣ論理２３５は、電力供給源２２５からの電力を消費しない。代
わりに、パッシブＮＦＣ論理２３５は、他の移動デバイスからキャリアフィールドを受信
し、キャリアフィールドからの電力を位置モニタリング論理２４０を活性化するために用
いることができる。従って、パッシブＮＦＣ論理２３５はデータ信号及び制御信号を受信
する時には電力を消費しないが、代わりに動作電力を他の移動デバイスによって供給され
る電磁フィールドから引き出す。他の実施形態では、パッシブＮＦＣ論理２３５は最初は
電力を供給されない状態で提供されてもよいが、受信したＮＦＣ信号に応答して電力供給
源２２５から電力を引き出してもよい。本発明の本質と一致する一実施形態において、パ
ッシブＮＦＣ論理２３５は、他の移動デバイス（又は他のデバイス）からの位置トラッキ
ング活性化信号の受信に応答して、位置トラッキング活性化信号を位置モニタリング論理
２４０へと送信してもよい。パッシブＮＦＣ論理２３５は、例えば移動デバイス１１０－
Ａ中のバスを介して、位置トラッキング活性化信号を送信してもよい。
【００３３】
　本発明の本質と一致する一実施形態において、位置モニタリング論理２４０は、移動デ
バイス１１０－Ａの地理的若しくは空間的位置をトラッキングし、そうでなければ捕捉し
若しくは計算するのに適した、ＧＰＳ受信器又は他のチップセットを含んでいてもよい。
他の典型的な実施形態では、位置モニタリング論理２４０は、地理的位置を計算するため
に、複数のセルラ無線電話信号を使用するように構成された論理を含んでいてもよい。位
置モニタリング論理２４０は、処理論理２０５、メモリ２１０、及び電力供給源２２５と
、１以上のバス（不図示）を介して相互作用してもよい。さらに、位置モニタリング論理
２４０は、位置に関係する１以上の信号を受信するために、１以上のアンテナ２５０－２
６５と相互作用してもよい。
【００３４】
　特定の一実施形態では、位置モニタリングモジュール２２０は、アンテナ２６０を介し
て最高１２の同時ＧＰＳ衛星信号を受信することが可能な、１２チャネルＧＰＳ（全地球
測位システム）受信器を含んでいてもよい。本技術分野において周知であるように、ＧＰ
Ｓシステムは、それぞれが地球の周りを１日に２回回るように構成された、２７のＧＰＳ
衛星（２４基が活動中で３つが予備）で構成される。衛星は、どんな時でも少なくとも４
つのＧＰＳ衛星が空に「見える」ように位置する。それぞれの衛星は、時刻及び日付、緯
度、経度、衛星識別子情報、及びエフェメリスデータを含む無線信号を生成する。エフェ
メリスデータは、衛星の状態、空での位置、及び利用可能性のような情報を含んでいるだ
ろう。
【００３５】
　移動デバイス１１０－Ａの位置を二次元（例えば、高度又はＺ方向が無い）で正確にト
ラッキングするためには、少なくとも３つの衛星からの信号が受信されるべきであり、そ
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して三次元三角測量として知られる概念を用いて地球表面上の位置が結果として既知とな
る。一般的には、衛星信号の速度と、衛星のそれぞれの位置が既知であるために、三角測
量がうまくいく。正確に移動デバイス上の時計と衛星上の時計とを同期させることにより
、ＧＰＳ受信器がそれぞれの衛星からの信号を「受信する」のにかかった時間が、衛星か
ら受信器までの距離を特定するために使われるだろう。ひとたび少なくとも３つの衛星か
らの距離が決定されると、それぞれの距離に合う点は地球表面には１点しかないであろう
から、受信器の位置が決定されるだろう。受信器の高度を含む、さらに詳細な位置の特定
のためには、第４の衛星信号が必要とされるかもしれない。どんな時でもそれら４つより
多くの衛星からの信号が受信されても良く、それによって位置モニタリング論理２４０の
性能が向上することを理解すべきである。
【００３６】
　本発明の本質に一致する一実施形態において、位置モニタリング論理２４０は、予め決
定された時間、衛星のエフェメリス又は他のデータを格納するための、ローカルメモリ（
不図示）を含んでいてもよい。代わりに位置モニタリング論理２４０は、この情報を格納
するために、メモリ２１０と相互に接続してもよい。
【００３７】
　無線論理２４５は、セルラ無線電話プロトコル（例えばＧＳＭ（グローバル・システム
・フォー・モバイル・コミュニケーションズ）、ＰＣＳ（パーソナル・コミュニケーショ
ン・サービス）、ＦＤＭＡ（周波数分割多元接続）、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）、Ｔ
ＤＭＡ（時分割多元接続）、等）のような無線通信プロトコルを用いて、データ信号及び
制御信号を送受信することが可能な、送受信器デバイスを含んでいてもよい。追加的な実
施形態として、無線論理２４５は、Ｂｌｏｏｔｏｏｔｈプロトコル、１以上のＩＥＥＥ８
０２．１１プロトコル、ＷｉＭａｘプロトコル、超広帯域無線プロトコル、又は他のあら
ゆる適切な無線通信プロトコルのような、短距離無線通信プロトコルを用いてもよい。
【００３８】
　アンテナ２５０－２６５は、例えば、１以上の指向性アンテナ及び１以上の全方位アン
テナのうち、少なくとも１つを含んでいてもよい。
【００３９】
　以下で詳細に説明されるように、本発明の本質に一致する移動デバイス１１０－Ａは、
最初に移動デバイス１１０－Ｂのような他のデバイスとの、短距離無線接続を確立しても
よい。この接続に応答して、移動デバイス１１０－Ａの位置モニタリング論理２４０は、
移動デバイス１１０－Ａの位置のトラッキング又は特定を開始してもよい。一度計算され
ると位置情報は続けて、移動デバイス１１０－Ｂ又は他の遠隔デバイスに、無線論理２４
５を介して中継され又は送信されてもよい。移動デバイス１１０－Ａは、これらの動作及
び他の動作を、処理論理２０５がメモリ２１０のようなコンピュータ読み取り可能な媒体
に含まれているソフトウェア命令を実行することに応答して、行ってもよい。コンピュー
タ読み取り可能な媒体は、物理的若しくは論理的メモリデバイス及び搬送波の少なくとも
１つとして定義されてもよい。
【００４０】
　ソフトウェア命令は、例えばアクティブＮＦＣ論理２３０及びパッシブＮＦＣ論理２３
５、又は無線論理２４５を介して、他のコンピュータ読み取り可能な媒体から、又は他の
デバイスから、メモリ２１０に読み込まれてもよい。メモリ２１０に含まれているソフト
ウェア命令は、処理論理２０５に以下で説明される処理を実行させる。代わりに、本発明
の本質と一致する処理を実施するために、有線接続された回路が、ソフトウェア命令の代
わりに又はソフトウェア命令と組み合わせて、使われてもよい。このように、本発明の本
質と一致する実施形態は、ハードウェア回路とソフトウェアとのどんな特定の組み合わせ
にも限定されることはない。
【００４１】
　［例となる処理］
　図３は、本発明の本質と一致する実施形態での、短距離無線接続を介した位置モニタリ
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ングを可能とする一例としての処理のフローチャートである。この処理において、移動デ
バイス１１０－Ｂは、移動デバイス１１０－Ａとの短距離無線接続の確立を所望すること
が仮定されるものとする。移動デバイス１１０－Ａにおいて、スキャニングが不活性化さ
れていることが、さらに仮定される。従って、移動デバイス１１０－Ａは、ＮＦＣアクテ
ィブ論理２３０、ＮＦＣパッシブ論理２３５、又は無線論理２４０に電力を与えていない
。移動デバイス１１０－Ａは、低電力モード（又はほぼ無電力モード）で動作していると
見なされてもよい。
【００４２】
　処理は、移動デバイス１１０－Ｂが、ＮＦＣ位置トラッキング活性化信号を移動デバイ
ス１１０－Ａに送信する（動作３００）ことで開始されてよい。移動デバイス１１０－Ｂ
は、位置トラッキング活性化信号を、ＮＦＣアクティブ論理２３０を介して送信すること
ができる。位置トラッキング活性化信号の送信は、何らかのイベントによって引き起こさ
れてもよい。例えば、本発明の本質と一致する一実施形態においては、移動デバイス１１
０－Ｂのユーザは、ユーザからの命令（例えば、ユーザが移動デバイス１１０－Ｂ上の１
以上のボタンを押す）に応答して、移動デバイス１１０－Ｂに位置トラッキング活性化信
号を送信させてもよい。代わりの実施形態では、ユーザの入力なしに（例えば、移動デバ
イス１１０－Ｂで動作しているプログラムに応答して）、移動デバイス１１０－Ｂが位置
トラッキング活性化信号を送信してもよい。典型的な一実施形態では、移動デバイス１１
０－Ｂは、移動デバイス１１０－Ｂが接続を確立することを希望する特定のデバイスを特
定する情報を、活性化信号の一部として又は活性化信号に加えて、送信してもよい。
【００４３】
　本実施形態の目的のために、移動デバイス１１０－Ａは、移動デバイス１１０－Ｂの密
接した近傍に存在することが仮定されるべきである。移動デバイス１１０－Ａは、位置ト
ラッキング活性化信号を、移動デバイス１１０－Ｂから、例えばパッシブＮＦＣ論理２３
５を介して、受信してもよい（動作３１０）。パッシブＮＦＣ論理２３５は、位置トラッ
キング活性化信号（パッシブＮＦＣ論理２３５によって受信された位置トラッキング活性
化信号と同一でもよいし、異なっていてもよい）を、位置モニタリング論理２４０に送信
する（動作３２０）ために、位置トラッキング信号から電力を引き出してもよい。パッシ
ブＮＦＣ論理２３５を用いることにより、移動デバイス１１０－Ａのユーザは、能動的に
位置トラッキング活性化信号の受信を可能にすることを要求されない。とはいえ、この明
示的な命令は、希望されるのなら、移動デバイス１１０－Ａに組み込まれていてもよい。
移動デバイス１１０－Ａは、移動デバイス１１０－Ａ内のバスを介して、位置トラッキン
グ活性化信号を位置モニタリング論理２４０へと送信してもよい。本発明の本質と一致す
る他の実施形態においては、パッシブＮＦＣ論理２３５は、１以上のバスを介して、及び
処理論理２０５を通して、位置トラッキング活性化信号を位置モニタリング論理２４０に
送信してもよい。この時処理論理２０５では、位置トラッキング活性化信号は修正され、
又は追加的な情報を追加されてもよい。
【００４４】
　位置モニタリング論理２４０によって受信された時に、位置トラッキング活性化信号は
位置モニタリング論理２４０に、１以上のアンテナ２５５－２６５を介する位置モニタリ
ング信号の捕捉を開始させてもよい（動作３２５）。その時、少なくとも３つの位置モニ
タリング信号が正しく捕捉されているかどうかが確認される（動作３３０）。もしそうで
なければ、続けて信号を捕捉するために、処理は動作３２５へと戻る。しかしながら、も
し少なくとも３つの位置モニタリング信号が正しく捕捉されているならば、位置モニタリ
ング論理２４０は、受信した位置モニタリング信号に基づいて、移動デバイス１１０－Ａ
の地理的位置の計算を開始することができる（動作３３５）。一度位置モニタリングが活
性化されると、計算された位置情報はメモリ２１０に送信されてもよい（動作３４０）。
【００４５】
　本発明の本質と一致する他の実施形態においては、位置トラッキング活性化信号の受信
は、位置モニタリング信号の捕捉を開始させないが、代わりに位置モニタリング信号に基
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づく位置情報の計算及び格納を開始させる。
【００４６】
　典型的な一実施形態では、計算された位置情報は緯度、経度、時刻、日付を含んでいて
もよい。もっとも、追加的な情報もまた、位置モニタリング論理２４５によって生成され
てもよい。位置モニタリング論理２４０は、予め決定された間隔で位置情報を計算及び格
納してもよい。１つの典型的な間隔は、毎秒約５回である。もっとも、メモリ消費及び位
置モニタリング論理２４０の処理リソースを削減するために、より低頻度で計算が実行さ
れてもよい。
【００４７】
　計算された位置情報は、一度位置モニタリング論理２４０によって生成されメモリ２１
０に格納されると、デバイス無線論理２４５によって送信される無線信号に含めるために
、無線論理２４５に送信されてもよい。典型的な一実施形態に従って、無線論理２４５と
セルラ無線電話プロバイダとの間で送信される状態信号は、計算された位置情報を含んで
もよい。これによって、セルラプロバイダが移動デバイス１１０－Ａの位置を特定し、ト
ラッキングすることを可能にする。これらの状態信号は、移動電話１１０－Ａによって定
期的に送信されてもよいし、代わりにセルラプロバイダによって、無線論理２４５を介し
て定期的に要求されてもよい。本発明の本質と一致する他の実施形態においては、無線論
理２４５は、自主的に又は要求により、無線基地局、又は実装されている無線通信プロト
コルと関係する他の同様のデバイスに対し、位置情報を送信してもよい。例えば、位置記
録デバイスは、８０２．１１（ｇ）無線アクセスポイントのネットワークと関連している
かもしれない。位置記録デバイスの要求により、無線アクセスポイントは、移動デバイス
１１０－Ａに対して位置情報要求を送信してもよい。応答として、移動デバイス１１０－
Ａは、格納された位置情報で応答してもよい。
【００４８】
　ユーザ移動デバイス１１０－Ａの位置モニタリングを効率的かつオンデマンドに可能に
することにより、本発明の本質と一致するシステム及び方法は、より正確な課金システム
を可能とすることができ、特定の活動に対する安全への反応性を向上させることができる
。一実施形態においては、本発明の本質と一致するシステム及び方法は、例えばスノース
キー、アミューズメントパークへの入場、公園又は博物館への入場等のような、ペイ・パ
ー・ユース環境中で実装されてもよい。このような環境中では、ユーザのいる場所の正確
な知識、及びどれだけの長さユーザがそれぞれの場所にいるのかという正確な知識は、適
切な使用に対してユーザに正確に課金するために利用することができる。
【００４９】
　位置トラッキング活動を停止すると、位置トラッキングは同様に移動デバイス１１０－
Ａ中で不活性化されるだろう。図４は、本発明の本質と一致する実施形態において、短距
離無線接続を介して位置モニタリングを不能にするための一例としての処理を示すフロー
チャートである。
【００５０】
　移動デバイス１１０－Ｂ（又は、他のＮＦＣが可能なデバイス１１０）が、ＮＦＣ位置
トラッキング不活性化信号を移動デバイス１１０－Ａに送信することにより、処理が開始
されるだろう（動作４００）。移動デバイス１１０－Ｂは位置トラッキング不活性化信号
を、ＮＦＣアクティブ論理２３０を介して送信すればよい。
【００５１】
　移動デバイス１１０－Ａは、位置トラッキング不活性化信号を、移動デバイス１１０－
Ｂから、例えばパッシブＮＦＣ論理２３５を介して受信してもよい（動作４１０）。上述
の位置トラッキング活性化処理と同じように、パッシブＮＦＣ論理２３５は、位置トラッ
キング不活性化信号（パッシブＮＦＣ論理２３５によって受信された位置トラッキング不
活性化信号と同一でも、異なっていてもよい）を位置モニタリング論理２４０に送信する
ために、位置トラッキング不活性化信号から電力を引き出してもよい。パッシブＮＦＣ論
理２３５を用いることにより、移動ユーザ１１０－Ａのユーザは、能動的に位置トラッキ



(10) JP 4945632 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

ング不活性化信号の受信を可能にすることを要求されない。
【００５２】
　位置モニタリング論理２４０によって受信された時に、位置トラッキング不活性化信号
は、位置モニタリング論理２４０に、１以上のアンテナ２５５－２６５を介して位置モニ
タリング信号を捕捉することを不能にさせ、又は中止させてもよい（動作４２５）。代わ
りに、位置トラッキング不活性化信号は、位置モニタリング論理２４０に、受信した信号
に基づく位置情報の計算を不能にさせ、又は中止させてもよい。また他の実施形態では、
位置トラッキング不活性化信号の受信は、位置モニタリング論理２４０に、計算した位置
情報を無線論理２４５を介して送信することを不能にさせ、又は中止させてもよい。
【００５３】
　［例］
　以下の例は、上述の処理を示す。図５は、図３及び図４に関して説明された、処理の一
説明例の、例としての図である。本例に関して、移動デバイス１１０－Ｂは活動管理者５
００（例えば、スキーリゾート業者）と関係しているものと仮定する。さらに、移動デバ
イス１１０－Ｂは、移動デバイス１１０－Ａの位置トラッキングを可能にすることで、続
けて移動デバイス１１０－Ａの位置が活動管理者５００へと送信されることを所望するも
のと仮定する。図５の処理は、移動デバイス１１０－Ｂが、アクティブＮＦＣ論理２３０
－Ｂを介して、位置トラッキング活性化信号（信号１）を移動デバイス１１０－Ａへと送
信することにより、開始されるだろう。上述の通り、活性化信号を受信する前には、移動
デバイス１１０－Ａは低電力モード（又は、ほぼ無電力モード）で動作しているかもしれ
ない。このモードでは、移動デバイス１１０－Ａでスキャニングは不活性化されているか
もしれず、アクティブＮＦＣ論理２３０－Ａ、パッシブＮＦＣ論理２３５－Ａ（これは、
電力を要求しない）、位置モニタリング論理２４０－Ａ、及び無線論理２４５－Ａには、
電力が与えられていないかもしれない。
【００５４】
　移動デバイス１１０－Ａは、位置トラッキング活性化信号を、パッシブＮＦＣ論理２３
５－Ａを介して受信することができる。パッシブＮＦＣ論理２３５－Ａは、位置モニタリ
ング論理２４０－Ａを起こす（信号２）ために、位置トラッキング活性化信号から電力を
引き出してもよい。本例では、位置モニタリング論理２４０－Ａは、ＧＰＳ衛星信号を受
信し、受信した信号に基づいて位置を計算するための、ＧＰＳチップセットを含んでいて
もよい。活性化信号に応答して、位置モニタリング論理２４０－Ａは、位置モニタリング
信号を衛星群５１０から得てもよい（信号３）。その後、位置モニタリング論理２４０－
Ａは、受信した信号に基づいて位置情報を計算し、位置情報を無線論理２４５－Ａに送信
することができる（信号４）。
【００５５】
　一度位置情報が無線論理２４５－Ａに渡されたら、アンテナ５２０（例えばセルラタワ
ー）へと（信号５）、そしてアンテナ５２０と関係する移動電話交換局（ＭＴＳＯ）へと
（信号６）、中継される無線信号（例えばセルラ状態信号又はセルラ登録信号）によって
、位置情報は活動管理者５００へと中継されてもよい。そしてＭＴＳＯ５２０は、任意の
適切な手段により、位置情報を活動管理者５００へと中継することができる（信号７）。
手段の例には、インターネット、イントラネット又はＬＡＮ、無線データネットワーク、
セルラネットワーク、アナログ電話ネットワーク（例えば公衆交換電話網（ＰＳＴＮ））
等のデータネットワークを含んでもよい。
【００５６】
　このように、移動デバイスは位置モニタリングを可能とする命令をパッシブに受信する
ことができ、続けて、生成した位置情報を無線通信プロトコルを用いて与えることができ
る。効率的に位置トラッキングを可能化することにより、本発明の本質と一致するデバイ
ス及びシステムは、課金及び安全の目的のため、またあらゆる他の適切な目的のための、
より正確なユーザのトラッキングを可能にすることができるだろう。ＮＦＣ又は他の短距
離無線技術を用いることは、各ユーザに対し、手動で位置トラッキングセッションを確立
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する必要を省く。
【００５７】
　［結論］
　本発明の本質と一致する実施形態は、移動デバイスの位置トラッキングをパッシブに可
能化するシステムを提供することができる。
【００５８】
　以上の本発明の好適な実施形態の説明は、実例と説明を提供するが、網羅的であること
、あるいは開示された正にその形態に本発明を限定することは、意図されていない。以上
の教示の観点から、修正及び変形が可能である。また、修正及び変形は、本発明の実施に
より得られるかもしれない。
【００５９】
　例えば、上述の説明では位置トラッキング活性化信号及び位置トラッキング不活性化信
号を送るためにＮＦＣプロトコルを用いることに焦点が当てられているが、他の無線通信
プロトコルも、活性化信号及び不活性化信号を送信するために代わりに使うことができる
ことが、理解されるだろう。
【００６０】
　一連の動作は図３～図５について記述されているが、本発明の本質と一致する他の実施
形態において、動作の順序は修正されてもよい。さらに、他に依存しない動作は、並列し
て行われてもよい。
【００６１】
　当業者にとっては、上述の本発明の側面は、図で説明された実施形態において、ソフト
ウェア、ファームフェア、及びハードウェアによる多くの異なった形式で実施されてもよ
いことは明らかであろう。本発明の本質と一致する側面を実施するために用いられる、実
際のソフトウェアコード又は特化した制御ハードウェアは、本発明を制限するものではな
い。このように、本側面の動作及びふるまいは、特定のソフトウェアコードを参照するこ
となしに説明されている。当業者は、本明細書の説明に基づいて、本側面を実施するため
に、ソフトウェア及び制御ハードウェアを設計することが可能であるだろうことが、理解
される。
【００６２】
　さらに、本発明の特定の部分は、１以上の機能を実行する「論理」として実装されても
よい。この論理は、例えばアプリケーション固有集積回路又はフィールド・プログラマブ
ル・ゲート・アレイのようなハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウ
ェアの組み合わせを、含んでいてもよい。
【００６３】
　「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ／ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は、本明細書で
用いられる時には、述べられた特徴、整数、工程、又は構成要素の存在を特定するために
使われるが、他の１以上の特徴、整数、工程、構成要素、又は以上からなる群の存在又は
追加を排除しないことが、強調されるべきである。
【００６４】
　本願で用いられる要素、動作、又は命令は、そのように明示的に説明されていない限り
、本発明にとって重大又は必須として構成されるべきではない。また、本願で使われる場
合、冠詞「ａ」は１以上の項目を含むことが意図されている。ただ１つのみの項目が意図
されている場合には、用語「ｏｎｅ」又は同様の言葉が用いられる。さらに、「基づいて
（ｂａｓｅｄ　ｏｎ）」との句は、明示的にその他であるように述べられていない限り、
「少なくとも部分的に基づいて」を意味することが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明の本質と一致するシステム及び方法を実装可能な、例としてのシステムの
図である。
【図２】例としての図１の移動デバイスの図である。



(12) JP 4945632 B2 2012.6.6

【図３】地理的位置トラッキングを活性化するための例としての処理のフローチャートで
ある。
【図４】地理的位置を不活性化するための例としての処理のフローチャートである。
【図５】図３に関して説明された処理の例としての図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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